








1.境界児とは 

境界児とは表 1に示すものを指す。しかし軽度難聴児とか軽度弱視児が確診きれた時には

その時点で各々の診断名とするが,これは初期にはなかなか臨床的に診断がつけ難いので

“Borderlinechild”として経過を追跡した方がきめこまかい療育と考え,実施してきてい

る。また,軽度難聴児とか軽度弱視児は IQ が 80～100 を示すもの,平衡感覚が不充分で,広

義の Dysequiblium syndrome と表現して良いような状態を呈することも多い。こういう場

合,平衡感覚能力からみて“Borderline child”ともいえるのでないかと思慮している。こ

れらに平衡感覚機能訓練を教えて正常化した場合は,その時点で“Borderline child”の名

称はとりのぞかれる事は当然である。clumsy child は一般には手先の緻工性を指すが,運

動拙劣児という運動能力が正常児と違ったものもみられ,現在のところこれも“Borderline 

child”としている。運動機能訓練を指導する事で正常化したならば“Borderline child”

から除くのは当然であるが,運動拙劣児という概念をもつ小児は運動能力が正常化する事

は少ないと経験的に考えている。 


